
植村直己の精神を伝える
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馳可台キャンバス(お茶の水)内
アカデミーコモンアカデミーホール及びロビー
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展☆植村直己の足跡と植村の索顔展
ホ 11月16日鳴~22日日

植村の足跡や植村のエビソドを紹介

☆チャレンシャーたちのメッセージ展
11月22日日

:チャレンジャーが冒険の途中でした写真及ぴ夢メッセージを紹介

☆極北のエスキモー民族と自然紹介展
11月22日日
山頗哲秀さん1^よるグリーンランド北西部のエスキモー民族の民具と

地下叢出口

JR改札出口

曜嵯^やンバ參

申込先

日本冒険フォーラム運営委員会
(豊岡市立植村直己冒険館内)
〒669-5391 兵庫県豊岡市日高町伊府785
電話 0796-44-1515 FAX 0796-44-] 5]4
Eメール boukenken@oity.toyooke.1目.jp

申込方法
①雷話②FAX③はがき④E・m8i1⑤植村直己冒険館窓口の
いずれかで、お名前(団体名)、こ住所、こ連絡先、参加人数をこ
連絡ください

コウノトリが麺う植

プログラム

13:35~プレゼンテーション
「植村の育った町・コウノト1ノ悠然と綴う町」
中貝宗治纏岡市長)

1355~植村直己記録映像上映
「素顔の植村直己
~夢果てしなく愛かぎりなく~」

、るさと

お茶の水駅前.
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14:15~基調講演「今あらためて植村直己を語る」
湯川豊氏(文芸評論家・エッセイスト)

14:55~パネルディスカッション
「北極・南極こんなに違う」

........................................................

、直目

●ゲスト

●コーディネーター・一江本嘉伸さん(地平線会議代表世話人)
●パネリストーーーー大場満郎さんaヒ極点.南極点到達)

岩野祥子さん傭極越冬2回

荻田泰永さん(北極点3度の挑戦)

武田剛さん(環境ジャーナリスト)

◎文歴春手火

催兵庫県豊岡市
(植村直己が生まれ育った町)

催明治大学

市毛良枝さん(俳倒
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植村直己の素顔をふり返り、冒険文化を考える第2回目の日本冒険フォーラムを開催します。世界初の五大陸最高峰豆頂や
北極点犬ゾリ単独行など、厳しい自然と向き合いながらもその困難に挑戰し続けてきた植村精神を語り自い、後世へ伝え続け
ていきます。,、、
今回のテーマは「極地」。植村が初めて足を踏み入れた、果てしなく広がる乱氷帯の北極、植村の次の大きな目1示としていた
南極一.。そこは今はどぅなってぃるのでしょう。極地をよく知る冒険家・ジャーナリストカ快Πられざる二っの"氷の大陸"を紹jl、
刻々と変化し続ける「地球環境の今」を語ります。
また、全国で活動中のチャレンジャーの冒険行の紹介や情報交換を行います0

湯j11 豊(ゆかわゆたか)
1938年新潟県生まれ。文芸評論家・エツセイス
ト。文藝春秋の編集者として長年親交があり、植村
にとって良き闘き役、相談相手であるとともにー

緒1こ夢を追い続けた理解者であった。消息を絶コ
て30年の節目に『植村直己・夢の軌跡」を出版し
た。
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江本嘉伸(えもとよしのぶ)
1940年神奈川県生まれ。]979年に友人たち

と発起した、旅や冒険好きの行動者たちのネツト
ワーク「地平線会議」代表世話人。毎月発行の「地
平線通信」もこれまで43フ号を数える。元読売新
闘編集委員。南北両側からの工ベレスト登山取材、
北極、チベット横断、モンゴル遊牧草原など取材や
学術調査にあたる。
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市毛良枝化佑げよしえ)
1950年静岡県生まれ。俳優。NP0法人日本ト
レッキング協会理事。知人に誘われた初めての登

山が楽しく、自然の魅力にひかれてアウトドア全般
に活動の場を広げる。以来、環境問題にも関心を
深め、環境カウンセラーとしても登録している。前
回の201]日本冒険フォーラムでもゲスト出演。

大場満郎(おおぱみっろう)
1953年山形県生まれ。4度目の挑戦で世界初の
北極海単独徒歩横断に成功、また、南極単独徒歩
横断も果たし、世界で初めて両極単独徒歩横断に
成功した。地元で「アースアカデミー・大場満郎冒
険学校」を設立。1999年「植村直己冒険賞」受
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岩野祥子(いわのさちこ)
1975年愛知県生まれ。第42次日本南極地域観
測隊に参加。重力やGPSなどの地球物理学観測
を担当。第48次隊{こも参加、女性初の2度の南極
越冬隊員を経験した。東日本大震災後、被災地の
支援活動を続けたり、防災士の資格を取悍し各地
域の防災研修などで活動している。
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【後援】

兵庫県/公益社団法人日本山岳協会/公益社団法人日本山
岳会/日本勤労者山岳連盟/公益社団法人日本山岳ガイド協
会/NP0法人日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト/日
本ヒマラヤ協会/NP0法人日本トレッキング協会/日本アド
ベンチャー・サイクリストクラブ/地平線会議/株式会社文

藝脊秋/株式会社山と溪谷社/株式会社舵社/株式会社ス
イッチ・パブリッシング/美津濃株式会社/株式会社IC1石井
スボーツ/株式会社好白山荘/株式会社モンベル/日本用

品株式会社/株式会社ヨシダテント/明治大学山岳部炉辺会
/大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地
研究所/公益財団法人植村記念財団・植村冒険館
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荻田泰永(おぎたやすなが)
1977年神奈川県生まれ。2001年から一人で
何度も北極を訪れるうちに、北極の魅力に気づき
始める。北極に通いだして10年以上が経過した。
20]2年からは火きな目標である「北極点無補給
単独徒歩到達』への挑戦を続けている。
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武田剛(たけだっよし)
1967年福岡県生まれ。立教大学山岳部を経て、
1992年に朝日新聞入社。2003年から]年4か
月問、日本南極地域観測隊の同行記者として越
冬。帰国後、地球環境をテーマに北極やヒマラヤ
などを取材。グリーンランドでは、地球最北の村で
暮らす大島育雄氏を取材。2012年に世界遺産の
屋久島に移住して、環境取材を続ける。
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夢に向かってひたむさに生さた植村直己
ぞの熱さ想いを感じる空問へぜひお越しください。
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植村直己冒険館
,
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この愼には"植村直己の心を

つなぐ"ことを目的に、会員証

的な役割を果たすシリアルナ

ンパーが入っています。賛同

していただいた方に販売い

たします。臼枚800円)

●生地色・・・白

●プリント色一,青

●サイズ・-W30cmxH20cm
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